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ゴシック文化論序説
ゴシック･ロマンスとゴシック･リヴァイヴァル
並　木　信　明
1.はじめに
これまで5年間にわたり新設科目の｢キリスト教文化論｣を担当してき
たが,教えれば教えるほど強く実感するのはキリスト教と聖書に関する研
究の幅の広さと奥行きの深さである｡世界的なベストセラーであるダン･
ブラウン(DanBrown)の『ダ･ヴィ　ンチ･コード』 (TheDaVinci
Code,2003)が明らかにしたように,カトリックを中心とするキリスト
教も聖典の聖書も統一一された神学的教義にのっとり,自然的に成立したの
ではなく,さまざまな政治的な力関係によって今日の形が出来上がったの
である｡講義を担当した初めの頃は,聖書や教義の研究は講義の中心にお
かれなくてほならないという先入観念を持っていた｡しかし古代から中世
にかけてのキリスト教の歴史を紐解けば, --椴の信徒が聖書に直接目に触
れることはほとんどなかったことが分かるし, 16世紀の宗教改革以降でさ
え特にヨーロッパでは文字が読める人は少なかったことを改めて知るよう
になると聖書というテクストを教えればよいという考え方に疑問が生じた
のである｡人々が聖書の物語を知ったのは司祭や司教の説教の他,ロマネ
スク･ゴシックの時代などではステンドグラスや壁画として描かれた物語
辛,柱の上部の彫刻(柱頭彫刻),西･北･南などの教会の扉口の上部に
刻み込まれた彫刻(タンパン)及び絵画などの視覚的イメージや宗教劇な
どによってなのである｡しかし人々が聖書を直接読まなかったということ
と,キリスト教という宗教が人々の生活に根付いていたかどうかは別問題
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である｡中世という時代においてはすでに多くの指摘がなされているよう
にキリスト教は人々の暮らしや生き方に大きな影響を及ぼしていた｡たと
えばホイジンガはこのように述べている｡
中世キリスト教社会にあっては,生活のあらゆる局面に,宗教的観念
がしみとおり,いわば飽和していた｡すべての事物,すべての行為が,
キリストに関連し,信仰にかかわっていたのである｡つねにそうであっ
た｡つねに,事物すべての宗教的意味を問う姿勢がみられ,かくて,内
面の信仰はひらかれて,おどろくほどゆたかな表現を展開する｡ (『中世
の秋Ⅰ』, p.372)
11世紀から15世紀にかけての中世後期に,キリスト教の文化は大聖堂,
修道院,宮廷,貴族や大商人の居宅,教皇庁などを舞台にして大きく発展
し,それに続くルネサンスの人文主義的芸術の開花-とつながっていった
のである｡その中世文化の中心に12-14世紀に大聖堂を中心に隆盛したゴ
シック文化がある｡しかし,ゴシック大聖堂を始め修道院など中世キリス
ト教文化を支えた建造物は, 16世紀の宗教改革を契機にカトリック教会に
対する批判や攻撃の対象となって破壊され,異端審問や魔女裁判など教会
の狂信的活動もあいまって,中世文化は暗黒時代の所産として否定され近
代化の流れの中で価値を失っていくのである｡その後18世紀半ばから19世
紀にかけてゴシック建築やゴシック文化が再評価され,特に文学や建築に
おいてゴシックは大きな影響力を発揮するのである｡いったい中世とはい
かなる時代であったのか,そしてその中核に位置するゴシック文化の時代
はどのような時代であったのか｡本論では特にゴシック･ロマンスとゴ
シック･リヴァイヴァルと呼ばれる再評価運動について述べていきたい｡
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2. 欽定英訳聖書と「大旅行J
17 世紀以降の英語圏の (少なくともイギリスやアメリカ合衆国の)文
学や言語に，ジェームズ 1世が命じて161 年に公刊された欽定英訳聖書
(Authorized Version of the Bible ) が与えた影響の大きさについては，
改めて強調する必要はないだろう D しかしだからといって当時の宗教に関
わるすべての事象が欽定英訳聖書というテクストに還元されるわけではな
い。聖書を英語に翻訳するというこの事業の本当の意味は， 47人の学者が
それぞれ行った翻訳を付き合わせたところ一語一句異同はなかったという
信じがたい伝説にも，また後世の文学に多大な影響を及ぼした文学性豊か
で格調ある英語表現にあるのでもなく，国王自 らがラテン語という 当時の
宗教・学問の普遍語からイングランドという 一地方の言語である英語に前
童を翻訳させたことが，イングランドにとって，ヘンリー 8世による修道
院解散令に続く ローマ教会の支配から逃れるための もう 一つの解放宣言
になったことである o つまり，そう考えるとジェームズ 1 世はドイツ語訳
聖書を出したマルティン・ルターと同様のプロテスタントの闘士と解する
こともできるのだが，これまですでにいくどとなく指摘されてきたよう
に，英国国教会は英国王が宗教的権力 と世俗の権力の両方を握るビザン
ティン帝国時代のコンスタンティノープルのキリスト教会と同じ古い権力
構造にのっとる構造を持ち，現世の長がローマ教皇から英国王に代わっ た
だけで，典礼などの儀式の中身はローマ教会とほとんど変わらない宗教組
織だったのである o
16 世紀はスペイン，ポルトガルの両国のアメリカ大陸の征服と強奪によ
る経済的発展をただ眺めるしかなかったイングランドにとって， 1607 年の
北アメリカ最初の恒久的植民地ヴァージニア植民地と 国王の名にちなんだ
ジェームズ・タウン建設は海外進出の大きな手がかりとなった。その後東
南アジアでの新興国オランダとの覇権争いにも勝って，イギリスは18 ，19 
世紀に海外の植民地を土台にしてヨーロ ッパ大陸の諸国と対抗する大国へ
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デ口ス島のアイネイアスのいる風景
の道を歩み始める D
このように考えると，いち早く近代の大国となりえたイギリスの順風満
帆の発展の歴史しか見えてこないが， 急激な近代化は都市や労働環境，階
級などにさまざまな矛盾を引き起こしたことは周知の事実である O だがそ
れに劣らぬくらいの重要な問題と見なしうるのは，ギリシア ・ロー マの古
代文明，中世ゴシ ック文化を生み出したローマ・カトリック教会，さらに
狭いブリテン島には存在しないアルプスなどの大自然を擁するヨ ーロ ッパ
大陸に対するイギリス人の思慕 ・憧憶そ して対抗意識や過剰な冷淡さなど
アンビヴァレントな感情の矛盾である o 欽定英訳聖書を完成させた 17 世紀
は， 貴族や上流階級の子弟が見聞を深めるために「大旅行J (Grand 
Tour ) と呼ばれるイタリアやフランスなどヨーロッパ大陸を旅すること
が流行した時代でもある o 彼らは特にイタリアのローマ帝国の遺跡を始め
とする古代文明に感動し，神話の神々や旧約聖書の人物や歴史的人物を風
Ｗｅｂ版では非公開
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景に巧みに配したクロード･ロラン(ClaudeLorrain, 1600-82),ニコ
ラス･プ-サン(NicolasPoussin, 1594-1665)そしてサルヴァトール･
ローザ(SalvatorRosa, 1615-73)などの絵画を競い合うように買いあ
さって持ち帰ったのである｡
絵画の歴史においては,聖書を題材にした宗教画,ギリシア･ローマ神
話を題材にした神話画,歴史的人物を描いた歴史画,そして静物画及び肖
像画などがルネサンス期までの主流であって,単なる自然的風景はまとも
な絵画の主題とはなりえず,ようやく18世紀以降に本格的な風景画が始
まった｡神話や聖書に登場する人物を取り込んだクロード･ロランらの絵
画は大旅行をしたイギリス人の心にアルプスの壮大な自然とともに美しい
景観のイメージ,すなわち｢ピクチャレスク｣ (picturesque)の観念を植
え付け,やがて18世紀に開花したイギリス独自の庭固形式風景式庭園
(landscape garden)を生み出す契機となった｡
近代イングランドの庭園の歴史を見ると, 16世紀ウルジー枢機卿(Th0-
masCardinalWolsey,C. 1475-1530)がヘンリー8世に贈った(ヘン
リー8世が奪ったという説もある)ハンプトン･コート宮殿(Hampton
CourtPalace)のイタリア･ルネサンス様式庭園に始まり, 17世紀には
ヴェルサイユ宮殿に代表されるフランスのフォーマル･ガーデン(整形式
庭園)が導入され, 18世紀に入ってケイパビリティ･ブラウン(Lancelot
[Capability】 Brown)らがイギリス独自の風景式庭園(landscape gar-
den)を創出したちまち広まっていく流れが理解できる｡風景式庭園とは
イングランドに土着の風景ではなく,ピクチャレスクの美学に適合するよ
うに川を作ったり,川を止めて池にしたり,雑木や邪魔な木を切り払って
草地にしたりする,極めて人二Ⅰ二的な庭であった｡その景観の一部にアクセ
ントとして配置され重要な役割を果たしたのはゴシック教会堂や神殿や門
などの作為的に作られたfollyと呼ばれる《模造建造物≫であった｡つま
りここにはルネサンスのイタリア庭園やフランス庭園などのフォーマル
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ガーデンに共通する造園術の原理が働いていたと指摘できる一方，大陸の
古代や中世の過去との接点を求めるブリテン島に住む人々の心性が働いて
いたと解することができるのである O 大旅行に出かけた人々はいったい何
を感じ体験した結果このような造園術を生み出すことになったのであろう
か。
それを解く鍵として，島国イギリスではあまり味わうことのできない
大陸の自然や人工物の存在感が指摘されるO 人知を寄せ付けない神秘の
ヴェールに包まれた山の頂や深い谷， 巨石を使った競技場・凱旋門・水道
橋などの建造物，惜しげもなく大理石をふんだんに使った建物や噴水 ・記
念碑などの彫像・彫刻類，そしてステンドグラス・柱頭彫刻・タンパン・
フレスコ画やモザイクのような壁画などをじかに体験したイギリス人はテ
クストでは味わえない深い感動を覚えたのではなかったろうか。彼らは特
に建造物などについては，現実の壮麗さに心動かされたのではなく，ロー
マ帝国の廃嘘のように破壊されながらも過去の歴史や人間や生活や宗教を
テインターン修道院跡
無言で伝える姿に強い印象を受けた
のであり，また過去の遺物と共存し
ながら現代の営みを続ける大陸の
人々の姿に感銘を覚えたのである O
そして破壊された過去の遺物の中に
は，宗教改革後教会権力に不満を募
らせていた人々による修道院や教会
堂の破壊も含まれていたのである O
大旅行に加わったイングランドの
人々は，建造物が破壊されることに
よってそれが過去化し，古代の神々
の世界への扉となったり，失われた
世界を想像させる象徴となりえるこ
Web版では非公開
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とに気づいたといえる｡ロマン派詩人ワ-ズワース(WilliamWord-
sworth, 1770-1850)がテインターン修道院の廃城を再訪したときの体験
を詠った｢テインターン･アピーの詩｣ ("LinesComposedAFewMiles
Above Tintern Abbey, On Revisiting The Banks Of The Wye During A
Tour")には,過去の遺産を見て触発された自然との交流が表現されてお
り,かつて大旅行で大陸に渡ったイングランド人とl司じように自然的景観
と遺跡を通して過去の世界と結びつき,失われていた自己を取り戻したこ
とが示されている｡
18世紀半ばから19世紀にかけてイギリスでは,古代文明に加えて,特に
失われた過去として中世文化とりわけゴシック文化への関心が急激に高ま
り, 19世紀の芸術や建築の一種のブームを引き起こすようになった｡著名
な宰相ロバートウオルポール(SirRobertWalpole, 1676-1745)の息
子ホレス･ウオルポール(HoraceWalpole, 1717-97)のゴシック趣味は
こうした新しい文学や建築の動向に大きな影響を及ぼしたのである｡
3. ｢ゴシック｣とは?
現在｢ゴシック｣といえば,ヨーロッパ中世後期の12世紀から15世紀に
かけて盛んに建築されたゴシック大聖堂･教会堂とはほとんど関係のな
い, ｢ゴシック･ファッション｣や｢ゴシック･ロリータ(ゴスロリ)｣な
どのサブカルチャー的ファッションを示すことが多い｡インターネットの
フリー百科事典『ウイキペデイア(Wikipedia)』によればゴシック･
ファッションの代表例は, ｢アメリカのゴス文化のカリスマであるマリリ
ン･マンソンのような死体や吸血鬼を思わせる白塗りの化粧を施した欧米
人風の彫りの深い顔立ちに,目の周囲に黒く濃いアイシャドーを塗り,黒
髪に全身真っ黒の布がたっぷりとした,あるいはスーツのようにきっちり
と体のラインを強調する服装｣と十字架や｢悪魔性を強調したシルバーの
アクセサリー｣,や｢黒いマニキュア｣などのファッションだという｡
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また｢ゴスロリ｣は『ウイキペデイア』によれば, ｢1990年代以降,バ
ンドMALICEMIZERを愛好するフアンを中心に広まっていったと言わ
れている｣ 10代から20代の若い女性を担い手とする,ファッションを中心
とした一種の文化形態で, ｢『ロリータ.ファッション』に表される事の多
い,少女･少年を連想させる神秘的で無邪気な天使や妖精的な要素と｢ゴ
シック･ファッション｣に表される事の多い,倒錯･耽美の悪魔的な美意
識が結合した,現代の歪んだ少女趣味の一種と言うことができる｣｡つま
りゴシック･ファッションはゴスロリとともに,進化論や現代科学に象徴
される未来志向には逆行する,魔術･悪魔信仰･迷信などに関わる過去指
向型のサブカルチャー的文化現象と言える｡
ヨーロッパ中世の歴史と文化を少しでも学べば,ゴシック-Gothicと
はパリ郊外の町サンドニ(Saint-Deni)にあるサンドニ修道院の修道院
長シュジェ-ルが1134年から44年にかけて付属の聖堂を大改築して完成さ
せたことがきっかけになり,以後2世紀にわたってイル･ド･フランスを
中心にヨーロッパに広まった大聖堂の建築様式を示す言葉であることが分
かるのである｡ゴシック建築の解説にはしばしば｢イタリア･ルネサンス
の人々がフランスの大聖堂の様式を《野蛮人の≫　という軽蔑のニュアンス
をこめて《ゴート族の-Goth≫すなわち《ゴシック-Gothic (英),
gothique (仏)≫と呼んだことに由来する｣と説明されているが, ｢ゴシッ
ク建築｣とゴート族は直接的にはまったく関係がない｡また一方, Gothic
という言葉は最初から使われたわけではなく, 12-15世紀頃までは｢フラ
ンス様式｣あるいは｢現代様式｣などと呼ばれていた｡ここでまず押さえ
ておかなければならないのはゴシック建築様式の時代背景には,ローマ教
皇側とフランス国王側の政治的駆け引きがあったことである｡ ll-12世紀
にフランスからスペインのサンティアゴ･デ･コンポステラ(Santiago
de Compostela)に向かう巡礼路に沿って建設された教会,修道院の建築
様式であるロマネスク様式(Romanesque)は,フランスのみならず,ス
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ベイン，イタリアなどの南ヨーロッ
パからヨーロッパ全土に広まってい
るが，ゴシック様式は北フランスか
らイングランド，神聖ローマ帝国な
どヨーロッパの中央から北が多く，
スペイン，イタリアではゴシックよ
りもロマネスク様式やゴシック以降
のルネサンス，バロック様式の方が
圧倒的に多いのである O ゴシック
様式は，小さな町や村の教会や人
里離れた修道院などが多いロマネ
スク様式に比べ，パリ，アミアン
(Amiens) ，ランス (Lens)など
ランス大聖堂
大都市の大聖堂 (cathedral(英)， Cathedrale (仏))に採用されたこと
もあって規模が大きく，交差天井 (ribvault) ，飛梁 (flyingbuttress) 
などの石造建築の画期的新工法によって飛躍的に高くなった天井や屋根な
どにより垂直性を強調している O そのため権力の威信を発揮する最高の舞
台となったのであるO サンドニ修道院は代々フランス国王の墓所であり，
ランス大聖堂では国王の戴冠式が行われてきた。
イギリスのウエストミンスター寺院 (WestminsterAbbey)が国王の
戴冠式に使われ，あるいは19世紀プロシアで中世に建設が始まり 未完成で
あったケルン大聖堂をゴシック様式で完成させて閏家統一のシンボルとし
た事実が示すように， 100メートルをはるかに超す尖塔を持つゴシック大
聖堂は権威発揚の格好の舞台となったのであるO これに対して16，17世紀
にかけて建設・完成されたカトリックの総本山バチカンの聖ペトロ大聖堂
(Basilica di San Pietro in Vaticano)はブラマンテ (DonatoBramante 
1444頃-1514)，ラファエロ (RaffaelloSanti， 1483-1520)，ミケランジ、エ
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ロ(Michelangelo, 1475-1564)などルネサンスの巨匠によって計画･設
計され,種々の変更･修正の結果ゴシック様式ではなく,ドーム型の建築
として1667年に完成した背景には,フランス様式に対する教皇側の対抗意
識があったと指摘することができるだろう｡こうした歴史的事実を踏まえ
てイタリアの文人によって｢ゴシック｣という蔑称が付与されたことを考
えることが大切なのである｡
そのように理解すると現在通用している｢ゴシック･ファッション｣や
｢ゴシック･ロリータ(ゴスロリ)｣などにおける,いささか混雑な｢ゴ
シック｣の意味も,フランス式大聖堂に冠せられた｢ゴシック｣という命
名のいかがわしさに由来することを知り納得されるのである｡しかしいか
がわしいと言えばゴシック･リヴァイヴァルを演出したホレス･ウオル
ポールもいかがわしさを自ら自認して演じきったと人物であった｡
4.ゴシック･リヴァイヴァルとゴシック･ロマンス
ホレス･ウオルポールは政治家としては宰相を務めた父ロバートにはる
かに及ばなかったが,イギリスに対して少なくとも二つの貢献をしたと言
える｡一つはロンドン南西部のテ-ムズ河畔の町トウイックナム(Twick-
enham)に購入した別荘をゴシック風に改造して住み,やがて本格化す
るゴシック風建築ブーム,ゴシック･リヴアイヴァル(GothicRevival)
のさきがけとなったことであり,もう一つはその別邸で見たと称する奇妙
な夢(｢階段の上に巨大な鎧をまとった腕が一本漂っている夢｣)から着
想を得て,匿名で出版した『オトラントの城』 (TheCastleofOtranto,
1764)が,やがてゴシック･ロマンスと呼ばれる主として大陸やイギリ
スの中世のような遠い過去に題材を求めた恐怖の小説のブームを引き起こ
したことである｡第2版で題名の副題として"AGothicStory"とつけた
ことにより, gothicromanceというジャンルが出現し同種の作品が書か
れる契機となったのである｡
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ホレス･ウオルポールがこのようなことに従事するきっかけとなったの
は,ケンブリッジ大学キングス･カレッジを卒業後友人のトマス･グレイ
(Thomas Gray, 1716-71)を伴い大陸に｢大旅行｣に行き,中世ヨーロッ
パの大聖堂や城など過去の遺産に強い関心を抱くようになったためであっ
た｡ 18世紀中葉に中世の建築物に関心を持つ人は彼だけではなく懐古趣咲
は一種の流行にすらなっていたのだが,ホレス･ウオルポールのやり方は
徹底していた｡ ｢様式の委員会｣ ("Committee ofTaste'')を友人の建築
家ジョン･チュ-ト(JohnChute)や製図工のリチャード･ベントリー
(RichardBentley)らとともに編成し,さまざまな建築･美術の意匠を
取り込み,極めて趣味的な居住空間へと改造していった｡たとえば, ｢カ
ンタベリー大聖堂のブルシエ大主教の墓は長廊下の暖炉になったし,ルー
アン大聖堂の主祭壇に使われていた仕切りはホルパインの絵を飾った部屋
の仕切りに,ウェストミンスター･アピーのヘンリー七世のチャペルに
あった棺収納箱は長廊下の漆喰を塗った天井に｣ (マイケル･ルーイス
『ゴシック･リバイバル』, p.25)なるという有様であった｡しかし,ウオ
ルポールは異なる時代の異なる国々の様式や意匠を想像の源泉とし,中世
のモデルを正確に写し取ることを要求したが,中世風の湿っぽい城を建て
ようとは毛頭考えず, 18世紀ジョージ朝の快適で安楽な生活を満たすこと
を望んだのであった｡つまり, ｢彼が《ゴシック風≫　と呼ぶ建物は,彼の
ウイットにあふれた偽物,別の言い方をすれば,様々の建築物の断片から
なる骨董品を収めた巨大な飾り棚であった｣とマイケル･ルーイスは著書
『ゴシック･リバイバル』 (TheGothicReuiual, 2002)と指摘する｡現
在ウオルポールの残したストロベリー･ヒルの城館はイングリッシュ-ヘ
リテッジ財団(EnglishHeritage)の危険リストに登録されており,修復
しないと現状を維持できない状況にある｡しかしこれはウオルポール自身
が自分の死後は城館は崩壊すると予想したところでもある｡つまり,ウオ
ルポールは,数十年から百年以上の歳月をかけて築き上げてきたゴシック
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ストロベリー・ヒルの館
大聖堂が象徴する中世の文化を，本気で18世紀という現代に蘇生すること
ができると考えていたのではなく，建築様式の特徴のいくつかを組み合わ
せてつかの問の再現を楽しむことしかできないことを知悉していたのであ
るD このような遊び心は彼の書いた最初のゴシ ック・ロマンスにも発揮さ
れている D
『オトラントの城』は初版の題TheCαstle of Otranto， A Story. Trans-
lated by William Marshal， Gent. From the Originalltalian of Onuphrio 
Muralto， Canon of the Church of St. Nicholas at Otranto.が示 すとお
り， 1529年のナポリで印刷された原稿がイギリス北部の古いカトリ ックの
家系の家で見つかり，ウィリアム・マーシャルというイギリス人によって
イタリア語から英語に翻訳された，十字軍の時代にイタリアで起こった物
語という設定になっている。
物語は，オトラント城の当主マンフレ ッド公 (Princeof Castle Otranto) 
Ｗｅｂ版では非公開
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が病弱な息子コンラツド(Conrad)といいなずけのイザベラ(Isabella)
と急いで結婚させようとした結婚式の日に,コンラツドが突然空から降っ
てきた巨大な兜の下敷きになって死んでしまうことから始まる｡城には
｢真の所有者が大きくなりすぎてその中に住めなくなった時に,オトラン
トの城と領主権は現在の家族が引き渡さなければならない｣という古くか
らの予言があって,後継者を失うことを恐れたマンフレッドは虚弱な息子
しか産めなかった妻ヒッポリタ(Hippolita)と離縁してイザベラと結婚
しようとする｡領内の聖ニコラス教会の修道士ジェロームに反対されるが
マンフレッドは城内でイザベラを追いかける｡兜の落下に関係するという
嫌疑で兜に捕われ脱出した農夫の息子セオドア(Theodore)の助けを借
りてイザベラは秘密の地下道を通って聖ニコラス教会に逃げ込む｡セオド
アは再び捕らえられ塔の一室に監禁される｡一方,セオドアと会ったジェ
ロームは彼が妻とともに失ったと思っていた実の子であることを知り,
自ら貴族の身を捨てて僧門に入ったことを告げ,マンフレッドに息子を
解放するように願うがマンフレッドはイザベラとの引き換えを条件とし
て断る｡やがて甲田に身を包んだ騎士の軍団がやってきてマンフレッド
との会見を申し入れる｡騎士はヴイチェンツア侯爵フレデリック(Fre-
deriC, Marquis ofVicenza)で,前の城主アルフォンソ善王(Alfonso the
Good)から城の管理を頼まれており,十字軍遠征で戦死したと伝えられ
たイザベラの父であった｡一方,セオドアは声を通して親しくなったマナ
ルダに助けられ,甲田と剣を与えられて森に逃げ込み洞窟の中に隠れるイ
ザベラを発見する｡マンフレッドとともに隊を指揮して娘イザベラを探し
に森に入ったフレドリックはセオドアに会って戦い,重傷を負わされ,城
に運び込まれる｡一方,娘マナルダをフレドリックに嫁がせて領主権を守
ろうと画策したマンフレッドはイザベラと間違えてマチルダを殺してしま
う｡その時雷鳴が鳴り,壁が崩れ落ち,その中から巨大なアルフォンソの
幻影が現れて,セオドアこそ真の世継ぎであることを告げて天に昇る｡マ
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ンフレッドは祖父がアルフォンソを毒殺して領主権を奪ったことを知り,
妻ヒッポリタとともに修道院に入り,セオドアはイザベラと妻として迎え
オトラントの城主となることを決めて物語は終わる｡
『オトラントの城』にはその後ゴシック･ロマンスと呼ばれる小説を規
定することになる,いくつもの特色が見られる｡まず,恐怖を生み出し,
超自然的な出来事が起こる装置としての城などの建造物が重要な役割を果
たしていることがあげられる｡たとえば,秘密の地下道,塔の部屋への監
禁,巨大な脚が現れる広間などである｡また,空からの巨大な兜の落下,
巨大な脚の出現,風もなく揺れる巨大な兜の羽飾り,血を滴らす大理石の
倭,巨大な領主の幻影の出現と城の崩壊といった超自然的現象が現れたこ
ともこれに続く他の作家の作品に引き継がれている｡ゴシック･ロマンス
の特色をまとめると,次のようになる｡ 1)舞台装置としての城,修道院,
教会堂など古い建物, 2)超自然的現象, 3)複雑な血縁関係, 4)近親
相姦, 5)暗い密室や地下牢への監禁, 6)乙女への性的迫害, 7)孤児
の境遇(しばしば貴族の身分が明かされる), 8)極悪非道の悪漢と哀れ
な最期, 9)陰謀と策略,などである｡
しかし,このような特色はイギリスにおいてはやがて扇情的な恐怖小説
として量産され,文学史の本流から逸脱したとみなされる結果を生み出す
ことになるのだが, 『オトラントの城』にはこうした分類に従わない面白
さが潜んでいる｡それは作者ホレス･ウオルポールの中世という時代に対
するアンビヴアレントな感情によってもたらされている｡この作品の物語
は十字軍遠征(1095-1243)を時代背景としており,またそのイタリア
語の原本が1529年にイタリアのナポリで印刷されたことになっているの
で,物語の起こったのも印刷されたのもヘンリー8世の国王至上法が成立
する1534年より以前のことで,つまりイギリスがまだカトリックの支配下
にあった時代ということになる｡その原本の発見はイギリス北部のカト
リック教徒の旧家であり,徹底して中世文化との関係が強調されている｡
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しかし一方，この作品では，キリスト教の神父に城主マンフレッドが妻と
の結婚を解消させようと画策したり，元の領主アルフォンソが陰謀に会っ
て毒殺され，またその陰謀を正そうとやってきたフレデリックはマンフ
レッドにそそのかされて娘イザベラと同じ年頃のマチルダと結婚すること
に心が傾くなど，キリスト教と騎士道という中世の文化を支えたものがパ
ロデイ化されていることはもっと強調されていいだろう o
ウォルポールはストロペリー・ヒルの城館は彼の死後消滅することを予
想し，ある意味で、はそれを願っていたが，それは彼自身の単なる遊び心や
奇想がゴシック風の建物が出来上がったからというよりも，ゴシック大聖
堂が，宗教が生活のすべてを律し，教会建築への献金や寄付が正しい宗教
活動であることを本気で、信じた人々によって支えられ，石造建築の高い技
術を持った設計師や石工，その他の労働者が建設に従事した時代でなけれ
ば建築できないことを知っていたからではないだろうか。そのような中世
という時代への憧れと現実には実現できないあきらめに似た気持ちがウォ
ルポールの小説と建物には示されている o rオトラントの城』以後ゴシッ
ク・ロマンスは，中世イスラーム世界を舞台にしたウィリアム・ベック
フォード (Wilam Beckford ， 1760?-84) の幻想的恐怖ロマンス『ヴア
セック j (Vathek ， 178) ，中世スペインの修道院を舞台にした悪魔的な
修道僧の恐怖物語を描いたマシュー・グレゴリー・ルイス (Mathew
Gregoy Lewis ， 175-8) の『修道士j (The Monk ， 1796) ，不幸な人
造人間の復讐劇であるメアリー・シエリー (Mary Shely ， 179-85 1) 
の『フランケンシュタインj (Fr αnkenstein ， or the Modern Promethus ， 
18) などが， 19 世紀前半のイギリス小説界をにぎわすがやがてジャン
ルとしてのゴシック・ロマンスは下火になる D それに対して建築様式とし
てのゴシックはイギリスの批評家ジョン・ラスキン (John Ruskin ， 189 
-190) やドイツの詩人ゲーテ (J ohan Wolfgan von Goeth ， 1749-
1832) などによって中世ゴシック大聖堂やその文化が注目を浴びて，ネ
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オ･ゴシック様式として19世紀の一大建築様式となっていった｡ロンドン
の国会議事堂(1836-68)やケルン大聖堂の完成のほかフランスでもゴ
シック教会の修復と建築が盛んに行われるようになったのである｡
文学としてのゴシックはイギリスからアメリカ合衆国に伝播して,ゴ
シック･ロマンスというジャンルを超えて小説の重要な特質を形成し, 20
世紀に至り映画やポップカルチャーに新しい媒体を見出していくのであ
る｡しかし,ゴシック･ロマンスがどうして本流から逸脱しポップ化した
のに対して,建築においてはゴシック様式が一つの主流を形成するように
なったかについては別の機会に論じてみたい｡
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